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第２２回理事会 

 

日  時  平成３０年４月２２日(日)午後２時００分 

会  場  千葉県総合スポーツセンター 陸上競技場会議室 

出席状況  出席 ２５ 名  欠席 ４ 名   計 ２５／２９ 

 

議事内容 

（１） 平成３０年度千葉陸上競技協会栄章贈与候補者（案）について  

 

報告内容 

（１） 関東陸上競技協会理事会について   

（２） 各専門委員会より 

（３） その他 

 

１ 開会 午後２時 

 

２ 定数確認（木内専務理事） 

 定数２９  出席２５名  欠席４名   計 ２５／２９ 

 定款第３７条により、本理事会は成立。 

 

３ 会長挨拶（宇野会長） 

（要旨）理事の皆さんにおかれましては、お忙しい中、本理事会に出席を頂き感謝する。

平成３０年度栄章に関わる審議がある。慎重な審議をお願いする。 

 

４ 議長選出 

木内専務理事から説明があった。 

・議長選出については定款第３６条により、「代表理事又は業務執行理事があたる。」と

ある。代表理事である宇野会長に議長をお願いする。 

 

５ 議事録署名人 

宇野代表理事から説明があった。 

・定款第４１条により、「代表理事及び監事が記名押印する。」とある。よろしくお願い

する。 

 

 



６ 議事 

議案（１）平成３０年度千葉陸上競技協会栄章贈与候補者（案）について 

議長から、議案（１）について、木内専務理事に説明するよう指示があった。 

（木内専務理事） 

平成３０年度千葉陸上競技協会栄章贈与候補者（案）の資料参照を願いたい。 

 

１ 千葉県体育協会功労章贈与候補者（1名）  

舟橋 昭太   （TAC） 

議長から質問及び意見が求められたが特になく、承認された。 

 

２ 千葉陸上競技協会功労章贈与候補者（3名） 

伊藤 信夫   （松戸市陸上競技協会） 

伊藤 勝雄   （旭市陸上競技協会） 

塩谷 常三郎  （鴨川市陸上競技協会） 

議長から質問及び意見が求められたが特になく、承認された。 

 

３ 関東陸上競技協会感謝状贈与候補者（3名） 

上原 義信   （リーダースクラブ） 

奥田 義彦   （茂原市陸上競技協会） 

大沼 富夫   （市川市陸上競技協会） 

議長から質問及び意見が求められたが特になく、承認された。 

 

４ 安藤百福記念章 

渡辺 基博   （千葉市陸上競技協会） 

議長から質問及び意見が求められたが特になく、承認された。 

 

勲功章について、木内専務理事より説明があった。 

◎勲功章 

・森 智香子（積水化学）３０００ｍSC 

・山口 智弘（東海大学附属浦安高）やり投げ 

・村瀬 大輔（東海大学附属浦安高）４×１００ｍR 

・天岳 直樹（東海大学附属浦安高）４×１００ｍR 

・加地 勇樹（東海大学附属浦安高）４×１００ｍR 

・秀島 来 （東海大学附属浦安高）４×１００ｍR 

・藤原 寛人（東海大学附属浦安高等学校中等部）１００ｍ 

・ハッサンナワール（松戸市立第五中学校）１００m、２００m 



・白戸 茶実（八日市場市立第二中学校）走幅跳 

・南 日向（船橋市立葛飾中学校）１５００ｍ  

・野島 健太（我孫子市立白山中学校）駅伝 

・野島 悠太（我孫子市立白山中学校）駅伝 

・山本  樹（我孫子市立白山中学校）駅伝 

・齋藤 英介（我孫子市立白山中学校）駅伝 

・加藤 優門（我孫子市立白山中学校）駅伝 

・親里 海輝（我孫子市立白山中学校）駅伝 

以上 16名である。 

◎千葉県新記録 

・松崎 璃子（積水化学）３０００ｍ ８分４９秒６１ 

・多田 一葉（流通経済大学）ハンマー投げ（4.000kg）５４ｍ８３ 

以上 2名である 

◎千葉県高校新記録 

・森戸 信陽（市立船橋高）１１０ｍH １３秒９１ 

・畦地 将史（東葛飾高） やり投げ  ６４ｍ４０ 

以上 2名である 

高体連種目にない種目の新記録は、高校最高記録として扱い、2017年は 4種目 4名である。 

◎千葉県中学新記録 

・ハッサンナワール（松戸市立第五中学校） ２００ｍ   ２４秒５９ 

・岩佐 茉結子（白井市立七次台中学校）  １００ｍH  １３秒６２ 

・伍井 沙耶香（四街道市立四街道北中学校）１００ｍH  １４秒０１ 

以上３名である。 

中体連種目にない種目の新記録は、中学最高記録として扱い、2017年は 2種目 2名である。 

 

議長から質問及び意見が求められたが、特になかった。 

勲功章について承認された。 

 

７ 報告事項 

報告事項（１）関東陸上競技協会理事会について 

議長から、報告事項（１）について、木内専務理事に説明するよう指示があった。 

（木内専務理事） 

４月４日に平成３０年度関東陸上競技協会，第１回理事会が熊谷スポーツ文化公園陸上競 

技場会議室にて開催された。 

・２０１７年秩父宮章受章について、本県推薦者は全員が承認された。 

秩父宮章        寺内 実（成田市陸上競技協会） 元千葉陸上競技協会理事  



高校優秀指導者章  稲葉 剛（千葉黎明高等学校教諭）  

中学優秀指導者章  菊池 崇志（白井市立七次台中学校教諭）  

高校優秀選手章    村上 夏美（成田高等学校）  

中学優秀選手章    岩佐 茉祐子（白井市立七次台中学校）  

・２０２０年鹿児島国体から種目変更がある。４００ｍから３００ｍに、４００ｍH から

３００ｍH に変更となる。また個人種目を１種目減らし、混合マイルリレーが追加とな

る。目的は前半のスピード養成する趣旨説明であった。 

・S級審判員の昇格について、審査において年間審判回数が関わるので小学生大会も対象と

する。また手帳更新ではなく、バッヂの変更となる。 

・平成２９年度事業報告並びに平成２９年度決算報告の詳細について、別紙を回覧するの

で参照願いたい。 

・平成３０年度事業計画は次の通りである。 

第７１回関東高校陸上競技大会（群馬：正田醤油スタジアム） 

第４６回関東中学陸上競技大会（千葉：総合スポーツセンター） 

 第９１回関東選手権大会（茨城：笠松） 

第２２回関東高校選抜新人陸上競技大会（山梨：中銀スタジアム） 

関東高等学校駅伝競走大会（男子７１回、女子２７回）（埼玉：熊谷） 

第２７回関東中学駅伝競走大会（埼玉：熊谷スポーツ文化公園） 

日本陸連U１９ジュニア研修合宿（茨城） 

日本陸連U１６ジュニア研修合宿（山梨：中銀スタジアム） 

・平成３０年度予算案については、別紙資料を回覧するので参照願いたい。 

・日本陸連からの連絡である。２０２０年の日本選手権開催県を公募する。また参加につ

いて従来の標準記録からランキング制となる。 

 

議長から報告に対し質問が求められた。 

 

質問（伊東強化委員長より） 

・国体種目となる混合マイルリレーのやり方についてどうなるのか。 

回答（木内専務理事より） 

・特にない。今後陸連より示される。 

 

報告事項（２）専門委員会より 

議長から各専門委員長等に指示があり、委員会ごとに各委員長が説明をした。 

総務委員会（市東委員長） 

・審判講習会で、６５歳以上の審判員の感謝状において間違いがあり謝罪を述べる。 

・各大会等の審判依頼に関わるので、団体登録を平成３０年４月中に願う。 



競技運営委員会（伊藤委員長） 

・現在、アクアラインマラソンの審判員調査をしている。 

・新 B級審判員講習会を実施している。７５名が実技研修を本記録会で行っている。 

・県記録会，先週は悪天候のため競技日程変更を余儀なくされた。しかし現在は順調に競

技運営されている。 

強化委員会（伊東委員長） 

・今年度国体種目で一部変更がある。 

・成年選手については，選手とさらに連絡を密に図りながら選考をする。 

施設用器具委員会（松本委員長） 

・県内競技場の公認作業は順調である。 

・アクアラインマラソンの km表示等のマーキング作業は順調である。 

・第２競技場の写真判定機に不具合が生じている。 

学連（越川理事） 

・報告なし。 

高体連（香取委員長）  

・３０年度高体連関係の競技会が今月末より始まる。 

・今年度競技場の改修により、一部公認大会にならないことが生じる。 

中体連（舟橋委員長） 

・報告なし。 

マスターズ（鈴木理事） 

・４月３０日千葉マスターズ記録会、３４０名参加予定である。今後のマスターズ大会に

協力を願う。 

報告事項（３）その他 

（木内専務理事より） 

・アクアラインマラソンの進捗状況が報告される。 

6月 2日までにマニュアル原稿依頼 7月上旬印刷依頼予定、7月中コース並びに km表示

の再確認。8 月末に実行委員会企画調整会議予定、 9 月実行委員会会議、9 月 17 日全

体訓練会予定、10月 7日各主任すべてを含む競技役員責任者会議予定、以上である。 

 

８．その他 

質問（塩谷理事より） 

・新たに審判資格を取得した方に、１年間または 2 年間の期間内に審判として参加する回

数を設定してはどうか。審判不足の解消に繋がるような検討を願う。 

回答（伊藤競技運営委員長より） 

・各大会の運営状況や審判状況を踏まえ、競技運営委員会で検討する。 

 



９ 閉会 

宇野会長から閉会が宣言された。 

午後２時４５分 閉会 


